
東
管
協
組
滝
野
川
第
三
小
学
校
へ

ミ
ナ
ミ
サ
ワ
の
再
生
品
寄
贈

石
綿
調
査
報
告
を
義
務
づ
け

４
月

施
行
建
築
物
の
解
体
・
改
修
工
事

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同
組
合
（
宮
崎
文
雄
理
事
長
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡

大
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
都
北
区
立
滝
野
川
第
三
小
学
校
（
小
山
勉
校
長
）
に
自
動
水
栓
を
追
加

寄
贈
し
た
。
賛
助
会
員
で
あ
る
㈱
ミ
ナ
ミ
サ
ワ
（
南
澤
宏
一
社
長
）
が
循
環
型
も
の
づ
く
り
に
よ
る
再
生
品
を
提

供
し
、
６
年
生
の
ト
イ
レ
な
ど
に
短
時
間
で
設
置
。
子
供
た
ち
は
非
接
触
で
節
水
・
省
エ
ネ
に
も
役
立
つ
自
動
水

栓
の
増
設
に
歓
声
を
上
げ
、
感
謝
を
込
め
て
吹
奏
楽
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

東
管
協
組
は
昨
年
の
１１
月

３０
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
の
一
環
と

し
て
児
童
数
三
百
四
十
名
の

滝
野
川
第
三
小

学
校
に
自
動
水

栓
を
寄
贈
。
教

育
現
場
へ
の
多

大
な
貢
献
に
対

し
、
花
川
與
惣
太
北
区
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
感

謝
状
は
同
校
校
長
室
で
小
山

校
長
か
ら
宮
崎
理
事
長
と
南

澤
俊
文
ミ
ナ
ミ
サ
ワ

専
務
に
手
渡
さ
れ

た
。
こ
れ
に
加
え
、

同
校
は
児
童
ら
が
笑
顔
で
安

全
・
安
心
・
清
潔
に
手
洗
い

に
励
ん
で
い
る
写
真
パ
ネ
ル

を
作
成
・
贈
呈
し
た
。

今
回
の
追
加
寄
贈
に
あ
た

っ
て
は
宮
崎
理
事
長
、
南
澤

俊
文
専
務
ら
が
同
校
を
再
訪

問
し
、
小
山
校
長
を
は
じ
め

教
職
員
ら
が
歓
待
。
寄
贈

後
、
卒
業
が
迫
っ
て
い
る
６

年
生
の
男
子
・
女
子
ト
イ
レ

を
中
心
に
取
り
付
け
に
着
手

し
、
後
付
け
式
の
た
め
速
や

か
に
完
了
し
た
。

６
年
生
は
さ
っ
そ
く
自
動

水
栓
を
試
し
、
歓
声
を
上
げ

て
宮
崎
理
事
長
ら
に
感
謝
し

た
。
ま
た
教
職
員
も
非
接
触

・
節
水
・
省
エ
ネ
効
果
に
喜

び
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

小
山
校
長
は
寄
贈
後
「
東

京
都
管
工
事
工
業
協
同
組
合

と
製
造
元
の
ミ
ナ
ミ
サ
ワ
の

皆
さ
ま
に
高
価
な
自
動
水
栓

を
追
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

た
い
へ
ん
あ
り
が
た
く
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
自

動
水
栓
に
よ
り
蛇
口
へ
の
接

触
が
な
く
な
り
、
児
童
は
安

全
で
衛
生
的
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
一
定

の
時
間
で
水
が
止
ま
る
こ
と

か
ら
水
道
料
金
の
節
約
に
つ

な
が
り
、
児
童
へ
の
節
水
指

導
に
も
役
立
つ
。
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
、
児
童
が
安
全
な
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
十
分
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と

述
べ
、
改
め
て
感
謝
の
意
を

表
明
し
た
。

ま
た
宮
崎
理
事
長
は
「
衛

生
的
で
節
水
効
果
も
あ
る
自

動
水
栓
に
小
山
校
長
先
生
を

は
じ
め
教
職
員
や
生
徒
の
皆

さ
ん
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

た
。
こ
う
し
た
機
会
を
通

じ
、
水
を
守
る
私
共
の
仕
事

に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ

て
い
る
。
感
染
拡
大
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
さ
ら
に
自
動
水

栓
を
寄
贈
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
述
べ
た
。

製
造
元

の
南
澤
専

務
は
「
当

社
の
取
り

組
み
に
ご

理
解
を
い

た
だ
き
、

再
生
品
を

追
加
・
提

供
で
き
た

こ
と
を
う

れ
し
く
思
っ
て
い
る
。
生
徒

の
た
め
に
感
染
防
止
対
策
に

力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
先
生

方
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
水
と
人
の
共
生

を
通
じ
て
循
環
型
も
の
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
」
と
意
欲

を
示
し
た
。

こ
の
あ
と
校
庭
で
６
年
生

の
児
童
ら
が
自
動
水
栓
追
加

へ
の
感
謝
を
込
め
て
吹
奏
楽

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り

広
げ
た
。

建
築
物
な
ど
の
解
体
・
改

修
工
事
を
行
う
施
工
業
者

（
元
請
け
事
業
者
）
は
４
月

１
日
か
ら
石
綿
含
有
有
無
の

事
前
調
査
結
果
を
労
働
基
準

監
督
署
に
報
告
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
。
石
綿
に

よ
る
健
康
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
環
境
省
が
所

管
す
る
大
気
汚
染
防
止
法
に

基
づ
き
地
方
公
共
団
体
に
も

行
う
必
要
が
あ
る
。

報
告
は
原
則
と
し
て
電
子

シ
ス
テ
ム
（
石
綿
事
前
調
査

結
果
報
告
シ
ス
テ
ム
）
で
行

い
、
３
月
１８
日
か
ら
受
け
つ

け
る
。
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
行
政
機
関
の
開
庁
日
や
開

庁
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
２４
時

間
オ
ン
ラ
イ
ン
で
い
つ
で
も

報
告
で
き
る
。
１
回
の
操
作

で
労
働
基
準
監
督
署
と
地
方

公
共
団
体
の
両
方
に
報
告
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。
ま
た
複

数
の
現
場
の
報
告
も
ま
と
め

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
報
告
の
対
象
と
な
る

工
事
は
―
―

〇
建
築
物
の
解
体
工
事

（
解
体
作
業
対
象
の
床
面
積

８０
㎡
以
上
）

〇
建
築
物
の
改
修
工
事

（
請
負
金
額
が
税
込
み
１
０

０
万
円
以
上
）

〇
工
作
物
の
解
体
・
改
修

工
事
（
請
負
金
額
が
税
込
み

１
０
０
万
円
以
上
）

〇
鋼
製
の
船
舶
の
解
体
ま

た
は
改
修
工
事
（
総
ト
ン
数

２０
ト
ン
以
上
）

―
―
の
い
ず
れ
か
と
な
っ

て
い
る
。

な
お
鋼
製
の
船
舶
は
石
綿

障
害
予
防
規
則
に
基
づ
き
労

働
基
準
監
督
署
へ
の
報
告
の

み
必
要
と
な
る
。

南澤専務、小山校長、宮崎理事長

宮
崎
理
事
長
㊨
と
南
澤
専
務
が
協
力
し
て
設
置

手
を
洗
う
６
年
生
の
女
子
と
感
謝
の
吹
奏
楽
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
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